
 
1 意見募集の期間 
  令和６年４月１日（月）から４月 30 日（火）まで 
 
2 意見の提出状況 

意見は、123 人から提出された。地域別の内訳としては、東部５人、中
部 10 人、西部 62 人、県外３人、不明 43 人であった。 

 
3 主な意見 
① 導入する施設に関する意見 
・ バーベキュー広場、キャンプ場、宿泊施設の整備や駐車場の拡大を

希望する。 
・ 普段から人が出入りするよう商業施設を誘致してほしい。民間企業

を巻き込んだ、周辺地域を含めた総合レジャー施設となるような計
画としてほしい。 

② 野球場の規模・構造に関する意見 
・ 建設費が最も安価な 1.3 万人の屋外型球場を希望する。 
・ 浜松市営球場の代替えであれば、2.2 万人の屋外型球場が必要である。 
・ アカウミガメへの影響に配慮し、照明なしとしている屋外型球場の

利用が制約されることを懸念する。照明ありとし、運用方法で解決
できないか。 

・ 大規模なイベントが可能なことから多目的ドーム型球場に期待する。 
・ 建設費が大きいこと、利用料金が高くなること、イベント誘致が難

しいと想定されることからドーム型球場の建設を不安視する。 
③ その他 
・ 建設地は、アクセスが悪いことや津波・液状化対策が必要となるこ

とから、位置の再検討や対策を希望する。 
・ 球場のタイプを決める前に、建設費や維持管理費、施設運営費を県

と浜松市がどのような割合で費用負担するのかを議論する必要があ
る。 

・ 稼働率が低くならないよう、官民が連携して考案するべきである。 
 

｢遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画（素案）｣に係るパブリックコメントについて 



4 意見に対する考え方 
① 導入する施設に関する意見 
・ バーベキューやキャンプは、アウトドア広場で、宿泊施設は、スポ

ーツ活動拠点への導入が考えられます。駐車場は、常設 1,500 台、臨
時 1,000 台分確保できるようにしています。具体的な導入施設の内容
や規模などについては、民間事業者のノウハウを入れながら、公園
を含む全体的な利活用の構想を策定する中で検討していきます。 

② 野球場の規模・構造に関する意見 
・ 野球場の規模・構造については、3 案それぞれに様々な意見がありま

したことから、基本計画は、素案の通り３案併記のまま取りまとめ
ることとしました。今後、社会情勢やニーズの変化も注視しながら、
公園を含む全体的な利活用の構想を策定する中で最適な野球場につ
いて検討していきます。 

③ その他 
・ 遠州灘海浜公園（篠原地区）は、昭和 37 年 12 月に都市計画決定さ

れた公園です。平成 28 年５月に公表した遠州灘海浜公園基本構想の
中で、県内、東部、中部、西部地域に整備されている県営公園のス
ポーツ施設のバランスを考慮した上で、本公園に導入が望ましい大
規模スポーツ施設を検討した際に、県西部地域には硬式野球チーム
の登録数が多く、野球場が不足していることから、野球場を当地区
に整備することになりました。 

・ 浜松市が実施した候補地選定調査においても、敷地の広さ、集客施
設の立地可能性、近隣への影響等から当地区が最適地と判断されて
います。 

・ 津波については、防潮堤等の対策により想定の浸水深が大幅に減少
しており、液状化については、具体的な設計の中で検討していきま
す。 

・ 本公園の建設費や維持管理費、施設運営費に関する県と浜松市の負
担や稼働率の向上については、重要なことだと認識しています。基
本計画策定後、県と浜松市で連携して、公園を含む全体的な利活用
の構想を策定する中で検討していきます。 

 


